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第２号 北海道学芸大学紀要（第２部） 昭和３８年３月

北海道大千軒岳周辺の紅柱石ホルンフェルスについて
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北海道における含紅柱石ホルンフェルスに関しては， すでに鈴木醇・癌ｉ喬三男８）９）によって概括

されており， また， 後志国種川産ホルンフエルスについては秋葉力１）２）が詳しく記載 している． こ

れらの報告に接して興味をひく点は， 本道において数少い含紅柱石ホルンフェルスの分布が主とし
て西南北海道に集中して産する事実であろう． このことは地質構造上， 本道西部地域が本州東北地
方 （内帯） の延長部に相当するという従来の考察３）４）５）９）に対してある種の示唆を与えるものであ
り， したがって， 今後はこの見地から北海道西部変成岩類と東北地方変成岩類 （とくに北上産変成
岩） とが各方面から検討・対比されることが望ましい． 筆者らはこれまでに渡島国松前町付近にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ダイセソゲソける， 主として深成岩類を観察してきたが， それと時期的に関連ある大干軒岳の深成岩地域を踏査
中に， その岩体周緑部に紅柱石を多量に含むホルンフェルスが生成されていることを見出したので
ここにその概要を記しておきたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シリウチ

　

大干軒岳（標高１，０７２ｍ）は渡島国福島町知内川上流約３０ｋｍの地点に位置しており，山体は渡島
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半島背梁を形成する稜線の主要部に相当し， 道南においては遊楽部岳に次ぐ雄峰として名高い． 地
域の基盤岩類は剥理に富む黒色貢岩を主とし， これに砂賀泥岩を混え， ときに珪質岩・輝緑凝灰岩
を介在する， いわゆる松前層群３）（従来の古期岩層４）７）９）に相当する）からなり， これら累層は大干
軒岳を構成する花機閃緑岩～石英閃緑岩の熱変成を
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大干軒岳産紅柱石ホルンフェルスの
受け，幅ｌｏｏｍ程度の範囲にわたって変成帯が生成さ
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　　　　組みあい， その基質中に紅柱石が斑状変晶的に成長
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することによって特徴づけられる （第１図参照）．
紅柱石は結晶軸ｃに２ｍｍ～ｌｍｍ 大に伸長する自形柱状結晶として産し， その結晶横断面は菱形

もしくは四角柱状 （ｏ．４ｍｍ～ｏ，２ｍｍ） の形態をなす． 結晶には空晶石式紅柱石が見受け られ る
が， 松前産ホルンフェルス１０）に観察されたように， 十字状を示す特徴ある個体は現在のところ確認
してはいない． 結晶体は普通にその周縁部が白雲母（２Ｖｆｚ ４００～３８０）にふちどられ， また， 男開面

（ヱ２７） ２８６
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に平行にあるいは結晶個体のほとんどが白雲母の微粒結晶によって置換されて いて， そ の１部 は

ｓｈｉｍｍｅｒａｇｇｒｅｇａｔｅｓ を呈し加納博６） が報告した北上岩泉産紅柱石に類似するものがある． なお，

紅柱石には基質を押しひろげ， 個体はその生長過程に廻転運動を行いし形跡をあらわす もの も あ

る． 新鮮な結晶ではその多色性が紅柱石特有の Ｘ＝ｒｏｓｅｒｅｄ，
Ｙ キ Ｚ＝ｐａｌｅ ｙｅｌｌｏｗ を示 している．

勢開（１１０）に明瞭， 直消光， 伸長方向の光学性負，ｃ〃×， 光軸面 （０１０）／／， （一）２Ｖ＝８４０． 黒雲母

は紅柱石を含む岩石では量的に増加しそれらは鱗片状結晶として産する． 個体は特定方向えの配列

は認めがたいが， 紅柱石周辺の結晶にかぎって波形状にうねり， ときにはそれを包囲するなど特徴

的な構造をあらわす場合が少くない． なお， 黒雲母には鉄鉱物・白雲母などが伴われており， とく

に白雲母とは（００１）面を接合し結晶軸ｃを共有する型式の連晶関係にある． Ｘ＝ｌｉｇｈｔｙｅｌｌｏｗ，
Ｙ＝

ｂｒｏｗｎ，Ｚ＝ｒｅｄｄｉｓｈｂｒｏｗｎ，βキγ（ｏｏ．）＝１，６３９． 斜長石は粒状他形を呈しそのほとんどが双晶構造と

累帯構造とを欠く． ｎ，Ｄ＝１．５４１， （一）２Ｖ＝８２０，
Ｘ′へ０１０（Ｍ艦）ｉｎｚｏｎｅュ０１０＝（十）７０， 灰曹長石

に相当する．
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